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東西公民館と膏回公民館
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生涯学習活動グループを嗣1tしま曹

〈鱒組織橿グループ協同胸酬を〉

笠通...シタやb、R・..どでいろし治等生涯学習活闘が活発

に行ゎnていま..

このコ一一一相手町一
咽として こnらの自主ク凡戸ブを腿介しま..，震の集併に.て..

..‘絶望夕凡戸ブU 笠遭宇宙センターへ噂慣して〈信さい、
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収
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す
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絹爾σ必埼期もそろそろ綬わりで菅が住宅地忽ど

のあを建扮緒車tN)¥，事。伸びてし、ま>.

酬岬びると酬の聞を蜘目的刊

く鍍やムカデ芯どの書室"晃金し<>.また受

町四闘し晴氏叫…m
Uり 防犯ょの伺種もM'すので 近間際住民の大

変忽遠眼と怒りu.さらに ごみを本涯に綬棄さ

れゐこと回り あき絶叫R医師開>るとたくさ

Am問題伊発生しま>.

そとであき聖母¢所有者多 定簿納.刈りそ行

い 掛さ耽ごみを闘するととをι ご時不

法巴観察^"主宰いように院櫨鱒を.cる忽ど条例で

定必でいま守.近所の途感に厄りま>ので慨有し

てし崎間咽正に闘してください.

r.良市騰壊物の処理1;11ぴ清婦引 関する条例Jm.

相粂.，調血の刷fl(又は管制はそのあさ組1:!fir'tしれ帥榊又1"1.，きれた礎酬時1:1... &(1そ

のあき旭への暢酬のイ明酎防止する酬をおずる:" ob~ 植の史観 :;UI:ì!i:瞬間のM職金持しいょう

h，聖地をa正に管理しな吋れ11r.:ら'""0 
内.. 酬 開J 酬 1O71-3003)へ.l聞い倉わttJ

クυYkJlJサイクル在主をつく吾

r~宥!.J!tイク
空調機じ鳩山刷会答酬を聞こ胴U山 崎(叩刷機開幅 制問

唱団D'6i断出lif"J. 

使即日間四回世そこから笠間費削腕酬を酌岨をつくった

メーカー晴 売した'J'醐ト帽にみん刷協力してクリーン芯"ザイクル悼をつくりましぶう.

対.に.る'"エアコンテレビ冷蔵庫 洗忍慢の4つめ製.で >.

-.電υザイク"迭に""るそれぞれの役割~
一人ひとりの町間〈匂った京電師団しい闘や聞に忽って室町わります.

-露思司家電小売庖(眼鏡ー進路)

0澗費者1J'6引き取り

醐 したメーカーに引

き遣します.

叫 閣に引き議し

"ライク)l<1)r"刷

費周を負担します.

消費者 (費用負担)

一一τ一一?一一一一一一一一

... .，・・

"ヨュ，"ピ
(再生)家電メーカー

C川、売-'!:b'S引き取り再

酉偏 再資源化します. I酌倉間 1帥雌醐 Ift7j-3001い。
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